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夏
草
の
茂
み
が
上
に
伸
び
い
で
て

　
ゆ
た
か
に
な
び
く
山
百
合
の
花牧

水

薫
風
1
3
日
本
の

　
替
り
窟
見
つ
一
7
た

　
五
月
上
旬
の
雨
つ
づ
き
で
八
十
八
夜

（
五
目
百
）
に
は
ま
に
ム
ロ
わ
な
か
っ
た
も

の
の
、
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
わ
た
っ
た
．
ま

さ
に
新
緑
の
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
た
五
月
十

ヨ
．
町
内
で
は
　
斉
に
お
茶
摘
み
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

福
灘
小
学
校
で
は
全
擾
児
童
で
据
ん
だ

お
茶
を
十
；
＝
の
給
食
時
背
に
み
ん
な
で

お
い
し
く
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

［
三
｝
三
【
養
ひ
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灘
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〕
疫
（
）
お
茶
霧
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か
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難住建リース宮崎工場が落成

　
株
式
会
社
住
建
リ
ー
ス
（
本
社
広
島
県
廿
日
市
市
）

宮
崎
工
場
の
竣
工
式
が
、
五
月
十
二
日
県
か
ら
の
来
賓

を
は
じ
め
、
町
当
局
・
地
元
関
係
者
そ
れ
に
会
社
関
係

者
約
百
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
工
場
は
県
産
材
を
利
用
し
た
木
材
木
製
品
の
加
工

を
行
な
う
工
場
で
、
昨
年
本
町
へ
の
進
出
が
決
ま
り
、

そ
の
後
操
業
に
向
け
て
の
建
設
・
準
備
が
進
み
、
今
年

四
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

『
西
面
西
面
面
面
ー
ー
ー
百
石
ー
ー
肖
り
ー
ー
ー
ー
ー
』

　
ス
！
畿
郭
錦

譲
興
『
膨
驚
陵
爆

（
株
）
住
建
リ
ー
ス

宮
崎
工
場
の
概
要

。
所
在
地

　
東
郷
町
大
字
山
陰
乙
一
三
一
⊂

○
敷
地
面
積

　
一
三
、
C
C
C
m

O
工
場
延
床
面
積

　
三
、
三
C
（
）
所

。
業
務
内
容

　
焼
杉
板
の
生
産
．
西
、
．
一
…
三
坪
／
月

　
原
木
換
算
一
、
七
三
m
／
月

。
出
荷
額
二
年
間
）
見
込

　
六
億
円

。
従
業
員
数

　
二
＋
五
名

　
※
事
業
開
始
後
三
年
以
内
ま
で
に

　
　
五
十
名
を
予
定

期
待
さ
れ
る

　
　
　
　
林
業
の
振
興

　
耳
川
流
域
に
は
約
五
三
、
（
　
　
・

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
杉
の
人
工
林
が
存
在
、

伐
期
も
到
来
し
、
杉
材
の
需
要
拡
大

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
外
材
は
と
い
う
と
輸
出
国
の
環
境

問
題
も
絡
ん
で
輸
入
抑
制
基
調
に
あ

る
．　

フ
て
の
よ
う
な
中
に
（
株
）
住
建
リ
ー

ス
の
本
町
進
出
は
時
宜
に
適
し
た
と

同
時
に
、
操
業
が
開
始
さ
れ
る
と
焼

杉
板
の
製
造
で
は
国
内
一
の
シ
ェ
ア

を
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
、
経
営
基

盤
も
い
っ
そ
う
安
定
す
る
こ
と
が
．
丁

想
さ
れ
ま
す
．

　
国
土
の
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
ト
ロ

め
る
森
林
、
そ
の
広
い
面
積
を
有
す
る

森
林
が
産
み
出
す
木
材
、
そ
の
木
材

を
加
工
す
る
工
場
が
本
町
で
操
業
を

開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
町
の
基
幹

産
業
の
一
つ
で
あ
る
林
業
の
振
興
に

も
大
き
な
期
待
が
か
か
る
と
こ
ろ
で

す
．

「
東
郷
町
に

　
　
街
路
灯
を
…
」
と

　
　
　
二
〇
五
基
分
を
寄
贈

　
今
回
本
町
に
工
場
が
進
出
し
た
こ

と
に
伴
汗
い
、
中
本
代
∵
衣
取
け
師
役
社
長

か
ら
一
東
郷
町
に
街
路
灯
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
一
と
、
一
ズ
」
剛
比
婚
分
の

設
置
経
費
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
町
で
は
各
地
区
か
ら
の
設
置
要
望

を
受
け
、
早
速
設
置
の
準
備
－
・
一
と
り

カ
カ
り
ま
し
た
．

ズ
舶

，
卵

　　

平
霧

＆
、

事墜ざ

レ
中
本
社
長
か
ら
街
路
灯
の

　
　
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲211↑（14）まで〉
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東
郷
町
観
光
協
会
で
は
、
牧
水
公
園
を
全
町
民
が
誇
り
と
し
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
、
写
真
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
人
々
に
公
園
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
中
で
シ
ヨ
ト

し
て
み
て
く
だ
さ
亥

募
集
要
綱

一、

闕
ﾞ

　
牧
水
公
園
内
の
撮
影
で
公

　
園
を
主
題
と
す
る
。

二
、
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

　
す
、
一

　
（
町
内
外
・
プ
ロ
・
ア
マ

問
い
ま
せ
ん
）

三
、
賞

・
金
賞
（
一
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
十
万
円

。
銀
賞
（
二
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
三
．
万
円

・
銅
賞
（
型
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
「
万
円

。
入
選
（
三
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
三
千
円

　
※
入
賞
者
は
】
人
一
賞
と

　
　
し
ま
す
。

四
、
入
賞
発
表
・
表
彰

　
平
成
五
年
九
月
十
七
日

（
牧
水
祭
当
日
）

五
、
応
募
規
定

・
応
募
サ
イ
ズ

　
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

　
　
（
ワ
イ
ド
四
ッ
切
り
可
）
の
単

　
　
写
真

　
　
※
パ
ネ
ル
・
平
入
り
は
受
付
ま

　
　
せ
ん
、
．

・
応
募
点
数

　
　
一
人
二
点
ま
で

・
記
載
事
項

　
　
作
品
の
裏
に
、
題
名
・
撮
影
年

　
　
月
日
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　
　
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
を
必

　
　
ず
記
入
し
た
応
募
票
（
自
作
）

　
　
を
セ
ロ
テ
ー
プ
で
貼
付
す
る
。

・
入
賞
作
品
の
版
権

　
　
版
権
は
東
郷
町
観
光
協
会
に
帰

　
　
属
し
ま
す
の
で
、
入
賞
者
に
は

　
　
原
版
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

六
、
応
募
締
切

．
八
月
三
十
一
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

七
、
送
り
先

〒
8
8
3
　
0
2

　
東
郷
町
大
字
坪
谷
一
二
六
七
番
地

　
東
郷
町
観
光
協
会

　
「
牧
水
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

＊
詳
し
く
は
容
6
9
1
7
7
2
0
へ

II　　．FF囚111

　
牧
水
公
園
内
で
開
い
て
い
る
　
噂

「
ふ
る
さ
と
市
場
一
の
四
年
度
一

の
売
」
げ
総
額
が
八
こ
五
万
円

に
達
し
ま
し
た
，
三
年
度
に
比
．

べ
る
と
四
C
％
の
増
加
で
、
毎

年
実
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
．

売
ヒ
げ
品
で
は
だ
ん
ご
類
の
加
・

工
品
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
朝
ど
れ
の
新
鮮
な
野
菜
、

果
物
や
山
菜
類
、
夏
に
は
“
す
、

ず
虫
’
と
い
っ
た
も
の
ま
で
出

さ
れ
て
い
ま
す
．
、
時
期
折
々
の

ユ
ニ
ー
ク
な
、
そ
し
て
、
昔
な

つ
か
し
い
「
お
ふ
く
ろ
の
味
一

が
好
評
で
、
遠
く
は
延
岡
方
面

か
ら
も
毎
回
訪
れ
て
い
た
だ
く

ま
で
に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

真
心
の
こ
も
っ
た
品
々
に
生
産

者
の
顔
が
、
む
ら
お
こ
し
へ
の

生
き
生
き
と
し
た
、
さ
わ
や
か

さ
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
も
の
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
も
是
非
加
入
し
て
い
た
’

だ
き
、
も
っ
と
も
っ
と
「
牧
水

年間売上比較表〔ふるさと市場〕

ぶるさと市場ビ㍑こ㌘民諭㍑、
∬幣5准ζし”1ζ参瑚概ま鮭和か∬

805

万

576万

374万

273万

127万

　　63年　厄年　2年　3年　4年

ふるさと市場参加者数の年度別比較

85萌円

68而円

51u万円

340万円

工71［万円

i羅騨舞際舞
ク訴劉25．・・h7…2119

豹1緻133116！96：8589

の
ふ
る
さ
と
東
郷
三
一
の
む
ら

お
こ
し
に
一
役
か
r
．
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
．

〈
加
入
の
手
続
き
〉

一、

�
ﾉ
登
録
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
に
加
入
、

二
、
新
た
に
グ
ル
ー
フ
を
作
っ

て
加
入
．
、

　
※
必
ず
個
人
の
預
金
口
座
を

　
も
う
け
て
く
だ
さ
い
．

　
※
販
売
手
数
料
m
％
を
売
L

　
　
げ
か
ら
負
担
さ
せ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
す
．
、

　
　
　
　
　
　
※
詳
し
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
は
役
場
農
政
課

　
　
　
　
　
　
振
興
係
又
は
、

　
　
　
　
　
　
牧
水
庵
　
水
野

　
　
　
　
　
要
f
（
代
表
者
）

　
　
　
　
　
　
　
費
6
9
－

　
　
　
　
　
　
　
　
7
1
5
8
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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町議会議員選挙

圓

日）

　　

@
臥

挙長町
農業委員会委員選挙

7月25
日（日）117月

　　　　5月20日に行われた選挙管理委員会で、7月19日に任期満了となる農業委員

、　卜会の選挙による委員の選挙期日が7月11日（日）、また、8月10日で任期満了と

　P　なる町議会議員並びに町長の選挙期日が7月25日（日）と決定されました。
“　　農業委員会の選挙による委員の定数は12入、町議会議員の定数は条例改正に

♂　より現在の定数16人から2人減で14人となります。
、

　　　投票日に投票できない方には不在者投票の制度もあります。
　　　「明るい選挙で　住みよい東郷町」　こぞって投票しましょう。

璽7
ンボル昏

欝
鳳
e

　　贈らない・求めない・受けとらない

みんなで投票・きれいな選挙

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
』
9
く
一
9
く
顔
儒
《
冨
”

　
今
年
度
四
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
す
く
す
く
祝
金
（
誕
生

祝
金
支
給
）
制
度
」
は
、
本
町
の
人
口
増
加
と
定
住
化
対
策
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
、
出
生
児
が
満
期
日
ま
で
に
転
出

こ
の
制
度
の
手
続
き
は
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
場
合

　
東
郷
町
に
住
所
を
有
す
る
父
母
、

又
は
母
か
ら
出
生
し
、
本
町
に
住
民

登
録
を
行
な
っ
た
出
生
児
一
人
に
つ

き
十
万
円
の
定
期
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
、
出
生
の
届
出
の
際
、
役
場
窓

口
で
支
給
申
請
の
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
．
．

祝
い
金
は
い
つ
も
ら
え
る
の
…

　
す
く
す
く
祝
金
の
支
給
は
、
五
年

間
の
定
住
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

子
供
が
五
歳
に
達
し
た
時
に
元
金
レ

万
円
と
そ
の
利
子
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
支
給
が

取
消
し
と
な
り
ま
す
．

二
、
出
生
し
た
時
か
ら
引
き
続
き
五

　
年
間
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
な

　
い
場
合

※
詳
し
く
は
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉

　
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
す
く
す
く
祝
金

　
　
　
　
　
第
一
号

　
制
度
が
発
足
し
て
は
じ
め
て
申
請

手
続
き
を
さ
れ
た
、
鶴
野
内
の
三
丁

辰
己
さ
ん
映
子
さ
ん
夫
婦

　
四
月
七
日
に
二
人
目
を
出
産
し
、

以
前
か
ら
制
度
の
開
始
を
聞
い
て
い

た
三
浦
さ
ん
は
、
四
月
卜
六
こ
口
出

生
届
と
同
時
に
支
給
申
請
の
手
続
き

を
さ
れ
ま
し
た
．
、

「
あ
と
は
こ
の
ま
ま
f
供
が
五
歳
に

な
る
の
を
待
つ
ば
か
り
」
と
、
手
続

き
を
終
え
た
後
親
子
四
人
で
す
く
す

く
祝
金
第
【
号
の
記
念
写
真
と
な
り

ま
し
た
．
．

　
ち
な
み
に
父
親
の
辰
己
さ
ん
に
、

五
年
後
十
万
円
が
支
給
さ
れ
た
ら
ど

う
さ
れ
ま
す
か
？
の
質
問
に
「
趣
味

の
ゴ
ル
フ
道
具
を
買
い
た
い
ノ
ニ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

雌
霞

r
　
　
軍

国ψ「7

，響’ w

、

、
虚

E
つ
℃
ミ
、
冒
呈
・
v
つ
で
匙
じ
【
穀
じ
つ
も
賓
o
o
域
。
気
じ
隻
・
リ
ミ
。
o
賦
・
）
気
・
「
賓
σ
つ
以
告
勺
も
。
芯
。
も
Q
も
。
冷
。
も
。
も
。
嵐
o
o
局
。
奄
。
も
。
も
。
鼠
。
隻
ワ
。
竜
覧
。
る
。
誘
心
も
亀
亀
咳
。
亀
亀
亀
覧
隻
σ
亀
亀
咳
。
巳

牧水公園ぞ
テニス場がオープンノ

　鋤　＿｛・
櫛　　　 員

　
今
年
度
の
牧
水
公
園
整
備
事
業
の

【
つ
で
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
ナ
イ

タ
；
施
設
完
備
四
コ
ー
ト
）
が
｛
元
成

し
、
五
月
一
日
（
土
）
に
落
成
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
．
一
当
日
は
式
の
後

東
郷
中
と
坪
谷
中
の
テ
ニ
ス
部
の
代

表
四
名
が
真
新
し
い
コ
ー
ト
の
感
触

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
、
．

　
利
用
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

o
料
金
（
】
時
間
当
り
）

　
●
】
般
　
五
C
C
円

　
●
学
生
（
高
校
生
以
下
）
二
〇
〇
円

　
※
ナ
イ
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
は

　
一
般
・
学
生
共
に
五
C
C
円
増
し

　
た
だ
し
、
ナ
イ
タ
ー
を
使
用
す
る

　
場
合
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
．
．

O
利
用
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
十
時
ま
で

　
詳
し
く
は
東
郷
町
観
光
協
会

費
⑲
7
7
2
0
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．
．

　
　
，
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⑤．
η

◎、w聾『

③

よい政治
　　　　あなたと私が

た羽立茎謝　　　育て断
ての　　　　　　　

享ご＆Aで解説しま戯勝圏一回＆A

　
Q
1
　
選
挙
区
内
に
お
い
て
行
う

純
粋
な
政
治
講
習
会
で
、
政
治
家
が

昼
食
時
に
弁
当
を
出
す
こ
と
は
ど
う

で
す
か
？
ま
た
、
お
茶
や
お
菓
．
＋
を

出
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

④
弁
当
を
出
す
こ
と
は
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、
湯
茶
や

こ
れ
に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度

の
菓
子
を
出
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
一
一
　
　
i
．

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
大
正
五
年
二
瓦
∵
ハ

年
、
牧
水
三
十
一
歳
）
の
初
夏
の
詠

草
で
、
第
十
歌
集
【
白
梅
集
」
に
収

め
て
あ
り
ま
す
．
「
夏
の
歌
」
と
題
し

て
あ
る
中
に
「
山
百
合
」
の
小
題
を

付
け
て
五
首
、
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
中
の
一
首
で
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
頃
、
牧
水
は
妻
喜
志
子
の
病

気
療
養
の
た
め
神
奈
川
県
北
下
浦
に

転
居
し
て
い
ま
し
た
．
、
こ
の
村
は
三

浦
半
島
の
端
に
近
い
漁
村
で
、
こ
の

一
帯
に
は
山
百
合
が
群
生
し
て
い
る

　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

所
で
、
山
や
丘
の
青
草
の
中
に
山
百

合
の
花
が
白
々
と
群
が
っ
て
咲
い
て

い
る
情
景
は
実
に
み
ご
と
だ
と
言
う

こ
と
で
す
．

　
夏
草
で
す
か
ら
、
か
な
り
背
丈
も

高
く
青
々
と
茂
っ
て
い
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う
．
一
そ
れ
よ
り
も
な
お
高
く
青

白
な
山
百
合
の
花
が
伸
び
出
て
い
て
、

風
に
な
び
い
て
い
る
様
子
を
歌
っ
て

お
り
、
と
く
に
歌
の
解
説
は
い
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
雄
大
さ
の
中
に
、

豊
か
さ
と
み
ず
み
ず
し
い
山
百
合
の

　
Q
2
　
後
援
会
の
会
長
が
、
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
政
治
家
を

名
義
人
と
す
る
祝
儀
を
出
す
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

④
罰
則
を
も
・
．
イ
、
禁
止
さ
れ
ま

す
一　

Q
3
　
町
内
会
の
役
員
が
町
内
の

人
た
ち
全
員
に
お
祭
り
の
寄
附
を
募

る
場
合
、
町
内
の
政
治
家
に
対
し
て

も
寄
附
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

④
で
き
ま
せ
ん
．
こ
の
場
合
、

政
治
家
を
威
迫
し
て
寄
附
を
求
め
た

場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
．
、
な
お
、
「
威

迫
一
と
は
、
「
人
に
不
安
の
念
を
抱
か

せ
る
に
足
り
る
行
為
　
を
い
う
も
の

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

籔

　
　
　
　
　
　
憲

花
の
清
ら
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

．
き
ま
す
．
な
お
、
こ
の
歌
と
共
に
、

次
の
歌
も
並
ん
で
い
ま
す
の
で
紹
介

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
、

　
山
百
合
の
花
の
ひ
と
た
ば
さ
げ

　
持
ち
て
都
へ
の
ぼ
る
友
に
逢
は

　
む
た
め

　　
@　
F
．
轄
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　．　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　L　．　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　馳　．　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　、　「　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　、　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　「　　　ρ　　　　　　　　　　r　　　　　　　L　　　　　　　　　r　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　P　　　　　一　　　　　　．　　　　ρ　　　一　　　　　　　、　　　　　　　　　r　一　　　　　　　　　　　　　　　　　rP　　　

交
通
標
識
を
拝
み

　　

@　

@　

�
ﾊ
安
全
励
行

あ
る
地
方
公
務
員
の
心
が
け

　
「
昔
は
願
い
事
や
お
祈
り
を
す
る
た

め
村
の
道
端
に
お
地
蔵
様
が
ま
つ
ら

れ
て
あ
り
ま
し
た
、
私
は
毎
日
、
車

を
運
転
し
な
が
ら
、
現
代
の
お
地
蔵

様
と
し
て
交
通
安
全
標
識
を
拝
ん
で

い
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
標
識
が
私
た
ち
の
生
命

を
守
っ
て
く
だ
さ
る
。
便
利
な
生
活

を
支
え
て
く
だ
さ
る
、
こ
の
標
識
通

り
運
転
し
て
お
れ
ば
、
ま
っ
は
事
故

を
起
さ
な
い
．
他
人
を
泣
か
せ
る
こ

と
も
な
い
．
『
交
通
標
識
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
、
あ
な
た
が
暑
い
目
も
寒
い

目
も
文
句
も
い
わ
ず
に
道
端
に
立
っ

て
い
て
く
だ
さ
る
お
陰
で
す
ご
で
も

町
を
歩
い
て
い
ま
す
と
、
よ
く
交
通

標
識
や
安
全
設
備
が
壊
れ
て
い
る
場

面
に
直
面
し
ま
す
、
ち
ょ
う
ど
お
地

蔵
様
が
傷
つ
け
ら
れ
て
悲
し
ん
で
お

ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
．
．
交
通

安
全
標
識
等
に
も
っ
と
素
直
に
従
い
、

大
切
に
し
て
交
通
地
獄
か
ら
交
通
極

楽
の
古
に
変
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
．
．
交
通
安
全
標
識
こ
そ
手

作
の
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
り
拝
む
心
で

接
し
こ
れ
ら
に
感
謝
す
る
心
を
持
つ

こ
と
こ
そ
事
故
防
止
に
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
、
］

　
こ
の
手
記
は
五
七
才
の
公
務
貝
の

方
で
す
が
、
友
人
が
交
通
事
故
で
重

傷
に
あ
い
、
交
通
事
故
の
増
加
を
悲

し
ま
れ
、
自
分
の
事
故
防
止
の
心
が

け
を
朝
日
新
聞
に
投
稿
さ
れ
て
あ
り

ま
し
た
も
の
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
．
．
勿
論
交
通
標
識
だ
け
注

意
し
て
い
て
も
危
険
で
す
．
．
人
や
車

の
動
き
に
も
細
心
の
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
、穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
・
三
月
末
累
計
〔
　
｝
内
は
当
月
分
．

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

8
3
鋤
3
α

　
一
3
0
　
一

2
（
0
）

3
（
0
）

2
〔
0
）

6
（
0
）

17

i1＞

56

i2｝

294

i15〕

件
数

－o
0
（
0
｝

0
〔
0
）

3
（
α

0
（
0
＞

0
（
0
）

3
（
0
）

3
（
0
〕

死
者

人
身
事
故斯

㎝

2
（
0
）

3
（
0
｝

1
（
0
｝

5
〔
0
）

21

i1）

75

i2）

389

i16＞

傷
者

3鑑1 83

R

71

U〕

35

ｳ

51

k5｝

33

k0）

173

i13）

467

i19｝

2128

P63

事物
ﾌ損

　
　
全
国
一
九
、
六
一
六
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
一
八
八
人
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こ麗まち6アルバム∴翌ど適明
㌃　　　．禦謝一センター番乗り珊

　4月に利用を開始した農村シルバーセンターでは

初めての利用がありました．

　当日は午後から小野田地区の婦人5名が、もみ殻

や家庭にある本綿などを利用した飾り墨髭のひょう

たん作りにチャレンジしました．

　出来．Lがつた作品は今年の産業文化祭に出品され

るということで、毎週2回製作に励まれるというこ
レィ、・一L
＿　、　9．

　一
言

第2回手話講習会開講
4月20日．知

　東郷町手話サークルが主催する手話講習会が昨年●

度にひきつづき開講しました．

　当日は既に申込みのあっていた小学校3年生から

53歳までの30名の受講生が出席し開講式が行なわれ

ました．

　式の後、すぐに行なわれた講習では、はじめてす

る手による文字の表わし郁こ驚きながらも真剣に取

り組んでいました，

　6ヵ月間みなさん頑張って．ノ

　：
一　＝

うなぎ・あゆの放流
4月22日｛木・25日旧1

　町内の建設業者などでっくっている二会と西林会

では毎年耳川漁協が行な一．ている放流に合わせ22日

に西林会がうなぎ15kg約1．400匹1を月’ll［本流を中

心に坪谷111・大谷l11・迫野内lllに、また25目は冠会

があゆ30kgl約3．000匹1を耳HI本1芳己にそれぞれ放流

しました．

　なお、耳川漁協では義務放流、自主放流としてう
なぎ101kg〔約9．000L！⊆1あゆ136kg〔約14．（）00匹1を放

流しました．

　　　三　一　三　∋ラ　‘三

露
彗
轡

「
峯
、

「

東郷町スポーツ少年団結団式

5月9日旧1

　町内の小学校4・5・6年生を中心に活動してい

るスポーツ少年団の結団式が町中央公民館で行なわ

れました，

　現在町内ではバレー、野球、空手、剣道、それに

今たいへん人気のあるサ・カーの5種目が行なわれ

ており、9つの団が登録されています．

　当日は結団式の後、総合文化センターで映画鑑賞

＼が行なわれました、
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　　　　　　り■塑8；二り⑦

沖
田
昇
一
さ
ん
（
6
4
歳
）

　〆飽）、

　　豊門

ラ郷町
織るεと

瀞わ
論灘

　
　
　
》
、

・や愈
　　零　　　，

磁’聚・一

や
，

　
O

、

置

，

　
現
在
日
向
市
に
お
住
ま
い
で
、
自

宅
で
は
ト
一
年
前
か
ら
書
道
塾
を
開

か
れ
て
い
ま
す
、
．

　
今
約
七
（
）
名
の
塾
生
を
指
導
す
る

傍
、
年
間
十
五
～
十
六
の
展
覧
会
の

作
品
作
り
に
追
わ
れ
な
が
ら
毎
日
元

気
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ρ
三繍夢

雷

○
出
身
地

　
鶴
野
内

。
生
年
月
日

　
昭
和
三
年
十
二
月
十
五
日

O
現
在
の
住
所

　
日
向
市
富
古
同

　
　
幼
少
の
頃
、

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
早
い
も
の
で

五
十
有
余
年
の
年
月
が
流
れ
去
っ
た

様
で
す
．
．
幼
少
の
想
い
出
は
何
と
言

っ
て
も
中
水
流
五
人
組
と
精
一
杯
山

野
を
か
け
め
ぐ
つ
た
事
略
、
し
ょ
う
．
．

二
な
い
し
三
つ
く
ら
い
の
違
い
で
し

た
の
で
兄
弟
同
様
で
し
た
．
．
木
馬
で

松
の
木
で
、
野
滑
り
し
ズ
ボ
ン
の
お

尻
は
何
時
も
大
き
な
穴
だ
ら
け
で
お

袋
か
ら
お
こ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
の
水

神
祭
り
で
大
人
は
川
原
で
お
酒
呑
み

．
1
．
供
は
蜂
の
巣
取
り
で
蜂
か
ら
追
わ

れ
さ
さ
れ
た
事
、
兵
隊
ご
っ
こ
で
竹

藪
の
中
に
司
令
室
を
作
っ
て
遊
ん
だ

り
、
小
学
校
の
大
き
な
セ
ン
ダ
ン
の

木
の
上
で
鬼
ご
っ
こ
し
て
落
ち
、
お

こ
ら
れ
た
事
な
ど
走
馬
燈
の
様
で
す
．
．

時
折
り
お
墓
参
り
に
帰
り
ま
す
が
、

今
も
そ
の
当
時
の
山
や
川
は
変
り
な

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
心
な
し
☆
★

　
　
　
　
　
　
　
　
友
達
と
山
野
で
遊
ん
だ
想
い
出

隅噺噺噺蜥一一螂甑一“鏑拓蜥｛

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

自
髪
を
得
＝
思
ふ
こ
と

　
人
間
誰
し
も
志
あ
っ
て
故
旧
を
離

れ
た
様
に
私
も
又
同
じ
道
を
歩
い
て

来
た
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
東
郷
町

に
は
立
派
な
方
々
が
育
っ
た
町
で
現

在
で
も
優
れ
た
指
導
者
が
お
ら
れ
文

化
の
向
ヒ
は
勿
論
他
の
分
野
で
も
日

夜
献
身
的
な
ご
指
導
の
も
と
町
民
一

貫
と
な
っ
て
す
べ
て
に
ま
い
進
し
て

お
ら
れ
て
る
ご
様
子
が
「
、
山
ざ
く
ら
」

を
見
て
も
伺
い
知
ら
れ
ま
す
．
、
日
ご

乏
に
よ
り
良
い
環
境
で
町
が
成
長
し

て
行
く
様
子
を
見
て
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
時
の
問
に
や
ら
私
も

白
髪
を
従
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
が

書
芸
に
趣
味
を
持
つ
一
人
と
し
て
又

東
郷
町
出
身
者
と
し
て
認
ま
ぬ
努
力

を
続
け
皆
様
の
お
仲
間
入
り
が
出
来

る
日
と
町
の
活
性
化
に
役
立
つ
作
品

く
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
．
雄

大
な
冠
山
は
何
時
眺
め
て
も
「
擁
ま

ず
努
力
を
し
ろ
よ
ノ
ニ
と
励
ま
し
て

く
れ
る
様
で
す
．
中
水
流
五
人
組
が

何
時
ま
で
も
元
気
で
お
ら
れ
る
事
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

レ
中
水
流
五
人
組
と
遊
ん
だ
み
る
さ

　
と
の
山

5　　
　
ケ

《
▲氏の筆による「ふ累里」

　　　　　　　／ふるさと

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
東
郷
町
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

脳
頬
染
め
し
歌
手
に
誘
わ
れ
若
き
等
の

　
盛
り
上
り
た
り
桜
ま
つ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
イ
セ

避
け
ら
れ
ぬ
事
の
起
り
て
加
害
者
と

　
な
り
し
不
運
の
吾
子
を
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

初
孫
の
幟
ひ
そ
か
に
出
し
て
見
ぬ
今

　
日
六
年
の
学
業
卒
え
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

川
沿
い
の
小
学
校
に
降
る
雨
の
風
情

　
に
か
の
日
の
学
芸
会
の
顕
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

近
づ
け
ば
異
な
る
声
σ
舷
罵
の
遠
去
り

　
行
け
ば
鳴
き
声
冴
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

一
陣
の
風
に
ゆ
ら
ぎ
て
山
桜
う
る
わ

　
し
き
か
な
惜
し
ま
れ
つ
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

春
来
れ
ば
八
十
八
夜
を
思
い
出
す
母

　
摘
み
し
株
母
の
匂
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

春
彼
岸
寺
の
法
会
に
僧
あ
ま
た
読
経

　
に
浮
か
べ
り
娘
の
す
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

ま
ぎ
れ
な
き
師
の
著
書
な
り
き
古
書

　
店
に
晒
さ
れ
あ
る
を
購
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

牧
水
も
釣
り
し
坪
谷
の
和
田
の
渕

　
釣
り
糸
垂
ら
し
赤
バ
エ
釣
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

暮
る
る
ま
で
蝉
曳
く
山
の
峰
伝
ひ
遥

　
か
に
今
日
も
巡
り
行
く
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世
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坪谷の海野真弥ちゃん．5歳．

ノ
灘

▲題「タートルズのハエおとこJ

由
．

父：海野洋文さん

母：　美佐子さん
。好きな食べ物は？

　カレーライス

O好きな遊びは？

　ブランコ

O大きくなったら何に

　なりたいですか？

　看護婦

　　　　　　コ　ニ　ご
仲深の三浦一将くん〔5歳1

▼題「おでかけ」

㍉

父：三浦公幸さん

母：　　孝子さん

。好きな食べ物は？

　さかな

O好きな遊びは？

　すべり台

O大きくなったら何に

　なりたいですか？

　仮面ライダー

為

罫

’
1

＼
．
、
、
．
∀
薩
購
〆

や
鴇
圏

舞
鶴

縛
蹴
噸

・
γ
・
Y
・
Y
∴
T
∴
T
・
Y
。
Y
・
了
。
Y
・
γ
・
γ
・
Y
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
∴
T
・
γ
・
Y
・
γ
・
Y
∴
▼
●
γ
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
∴
T
・
Y
●
7
・
Y
・
7
・
了
・
Y
∴
▼
・
Y
・
γ
・
7
・
7
∴
▼
・
Y
。
Y

大自然と太古のロマンを
　　　楽しもう／

こもれびスタンプ
　　ラリー’93

　　’●　　まだまだ知らな
　　　・　い魅力がいつは
　琶じ　　い！ドライブL
　　　　　て、楽しんで、9
つク）スタンフを集めてくださ

い　抽選ですてきな旅と賞品
力当ります，

　　　　　　県央・県北
　　　ψ　　　9市町村の

　　　　　　　スタンプで

圏韓国ロッテワールド
　　　　2泊3日・ヘアで1組

■九州名湯の旅
　　　　1泊2日・ヘアで2組

その他、応募者にもれなく
　　豪華プレゼント！

一等：こもれび散策ルート賞
　　　　（韓国ロッテワールド〉

二等1ピュアラ賞
　　　　（九州名湯の旅）

三等＝おたのしみ賞
　　（9市町村すべての地場産品）
参加賞：もれなく全員にプレゼント

　スタンプはここで…
●南郷村…百済の館

●東郷町・一・牧水公園ふるさとの家

●日向市…日向岬グリーンハーク

●木城町…城山公園メロディ時計台

■川南町…川南町役場

■都農町…鬼の村

●西都市…よだきんぽとはにわ村

■新富町…温泉センター

　　　サン・ルピナス
●高鍋町…歴史総合資料館

　　　　※火曜日は高鍋町役場
詳しくは東郷町観光協会

　　容69－7720へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　曝　　．　　曝　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　L　　　　　　　　　　　　辱　　．．　9　　　　　　　　　　巳　　　　　　1　　　　　　　　■　　　　　　．　　　　　　　L　　「　　辱　　　　　「　　　　　」　　　剛　　　　　■　●　　　　　≒■　　．　．　■

．
．
．
＝

動
9
②
㊨
勤

有
限
会
社

　　

@
新
名
建
設

東
郷
町
大
字
山
陰
八
七
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
瀬
）

T
E
L
扇
）
2
2
5
1

F
A
X
㊥
3
1
5
7

代
表
取
締
役
　
新
名
正
和

。
設
立
年
月
日
は
？
・

　
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月

　
五
日
で
す
．

．
o
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
　
十
一
名
で
す
。

　　　　　　　　　　　・　　．　．隔　　　　　　　　　●．．．　　國　　　　　　　　■　　　．．．　■　　　　　　■　　．．　　■　　　　　，1　．　　　．　　　　　　・　験　　　　　噛　．｝　　．　．・

o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
土
木
工
事
一
式
・
管
工

　
事
・
建
築
工
事
で
す
。

O
会
社
の
業
務
で
何
か
特
徴

　
的
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か

　
り
8
．

　
　
平
成
五
年
度
か
ら
大
阪

　
市
の
大
黒
基
礎
〔
株
）
と
タ

　
イ
ア
ワ
プ
し
て
場
所
打
杭

　
　
（
ベ
ノ
ト
及
び
ア
ー
ス
ド

．
　
リ
ル
工
法
）
の
営
業
を
開

　
始
い
た
し
ま
し
た
．
．

⑳

　L　　　‘幽　　　　　　9

O
そ
の
他
何
か
P
R
す
る
こ
と
等
あ
．

　
り
ま
せ
ん
か
？

　
只
今
従
業
員
を
募
集
中
で
す
．

　
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
一
般
作
業

　
貝
若
＋
名

換㊥

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ロ

璽
7
．

　
　
　

　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

…
睾
繍
謡
．
．

監　　き
渓

コ
宴

露
．
了
獄
瀕

一望づ
’／

♂．多1

蕩」膨

ξ
藁

一9

　●　　．　　●験　　．．．．陶噂　　．1　　零

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111ωまで〉

滞
留
欝
馨
簸

⑫
咬
創
に
つ
い
て

東
郷
町
立
国
保
病
院

　
　
　
　
山
　
田
　
強

へ

　
飼
わ
れ
て
い
る
動
物
で
も
野
生
の

動
物
で
も
、
鋭
い
尖
〆
．
た
歯
を
持
っ

て
お
り
、
口
内
に
は
細
菌
が
潜
ん
で

い
ま
す
．
．
こ
の
歯
で
咬
ま
れ
る
と
深

い
刺
し
傷
と
な
り
、
組
織
深
く
細
菌

が
注
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

ヒ
ト
の
場
合
も
多
く
の
細
菌
が
あ
る

の
で
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
．
．
皮

膚
を
損
傷
し
た
よ
う
な
咬
み
傷
の
場

合
は
感
染
（
化
膿
）
を
防
ぐ
た
め
の

注
意
が
必
要
で
、
破
傷
風
や
時
1
1
一
は

狂
犬
病
に
も
注
意
し
ま
す
．
．
歯
型
の

付
く
よ
う
な
傷
の
場
合
、
医
師
に
よ

る
適
当
な
処
置
を
受
け
た
ほ
う
が
無

難
で
す
．
動
物
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
済
み
ま
す
が
、
こ
と
蛇
と
も
な

る
と
話
は
ち
ょ
’
．
と
変
わ
り
ま
す
．
．

マ
ム
シ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
毒
ヘ
ビ

の
場
合
、
ご
存
じ
の
と
お
り
症
状
は

重
篤
で
、
局
所
の

鋭
い
痛
み
、
腫
れ
、

吐
気
、
嘔
吐
、
特
　
　
4
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

に
呼
吸
困
難
、
意
　
　
　
’

誠
消
失
な
ど
お
こ
る

合
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
．
、

こ
の
様
な
と
き
は
慌
て
ず
、
手
、
足

の
場
合
、
咬
ま
れ
た
部
位
を
高
く
挙

げ
、
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を
緊
縛
し
、

毒
素
を
口
で
吸
い
出
す
か
、
水
道
水

な
ど
で
童
部
を
洗
浄
し
、
な
る
べ
く

周
囲
の
人
は
、
毒
素
が

⑫歯科医師だより
　
今
回
か
ら
、
噛
む
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
が
、
皿
こ
の
入
れ
歯
は

う
ま
く
噛
め
る
し
と
い
っ

た
話
と
は
少
し
離
れ
て
、

健
康
な
歯
を
持
ち
、
健
全

な
口
の
機
能
を
発
達
さ
せ

る
基
礎
に
な
る
の
は
、
乳

児
期
の
と
き
か
ら
の
「
噛

む
一
と
い
う
運
動
の
重
要

性
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と

で
す
．

　
ま
ず
、
噛
む
機
能
は
ど

ん
な
ふ
う
に
し
て
発
達
す

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
食

べ
物
を
飲
み
込
む
ま
で
の

口
の
働
き
は
、
最
初
に
唇

で
食
べ
物
を
と
ら
え
、
日

の
中
に
入
れ
、
そ
れ
を
よ
く
噛
ん
で

軟
ら
か
く
し
て
、
舌
で
後
方
に
送
り

込
み
ま
す
、
つ
ま
り
口
と
い
う
の
は

（
↓
三
目
パ
で
す
．
し
か
し
、
そ
の
道
具

だ
け
で
は
う
ま
く
噛
め
ま
せ
ん
．

⑨
．

。
η独謄

粂
ノ
〃
鎚
U
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

口
の
中
に
ど
ん
な
食
べ
物
が
入
っ
て
き

た
か
を
脳
に
知
ら
せ
る
②
感
覚
受
容
期

と
、
脳
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
あ
ご

を
動
か
し
た
ら
い
い
の
か
を
筋
肉
に
教

え
る
◎
神
経
回
路
が
必
要
で
す
．

　
生
後
2
～
3
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

唇
で
乳
首
を
捜
し
捕
ら
え
、
乳
を
吸

い
呑
み
込
む
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
脳
の
働
き
で
は
な
く
、
す
べ
て
反

射
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
．
で
す
か

ら
、
噛
む
た
め
に
工
2
3
3
つ
の
学

習
が
必
要
で
、
そ
の
最
後
の
チ
評
、
ン

ス
が
離
乳
期
で
す
．
あ
ま
り
に
早
く

固
い
も
の
を
与
え
た
り
、
逆
に
い
つ

ま
で
も
軟
ら
か
い
も
の
を
与
え
て
い

た
り
す
る
と
噛
む
能
力
が
身
に
つ
か

な
い
で
、
口
の
中
に
い
つ
ま
で
も
た

ま
　
．
〆
、
い
た
り
早
呑
み
込
み
の
原
因

に
な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
味
覚
と
い
う
こ
と
を
考
え

！
、
も
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
の
味
や
固

さ
、
調
理
法
に
よ
る
差
な
ど
を
口
の

中
の
感
覚
器
官
に
覚
え
さ
せ
る
こ
と

が
大
事
で
す
．
．

ま
わ
ら
な
い
よ
う
に
患

者
を
な
る
べ
く
動
か
さ

な
い
よ
う
に
病
院
に
直

ち
に
搬
送
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
．
そ
ろ
そ
ろ
、

ム
カ
デ
や
マ
ム
シ
の
季

節
が
や
’
．
て
来
ま
す
．

十
分
気
を
つ
け
て
目
々

の
生
活
を
送
〆
．
て
く
だ

さ
い
．
ま
た
、
私
の
話

は
今
月
号
を
も
∫
．
て
最

後
に
な
り
ま
す
．
、
一
年

間
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

・東郷町立病院

医師か交替します
　　　　　6月1日から・

　
昨
年
六
月
か
ら
町
立
病
院
に
勤
務

し
て
診
療
に
当
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

二
人
の
医
師
が
、
県
の
定
期
異
動
に

よ
り
転
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．
．
内
科
の
宮
田
医
師
が
県
立
延
岡

病
院
へ
、
整
形
外
科
の
山
田
医
師
が

椎
葉
村
国
保
病
院
へ
赴
任
さ
れ
ま
す
、

．
代
る
．
て
内
科
に
は
村
立
西
米
良
病
院

か
ら
日
高
利
昭
医
師
が
、
整
形
外
科
に

は
県
立
宮
崎
病
院
か
ら
大
崎
泰
医
師
が

着
任
い
た
し
ま
し
た
遥
呂
田
、
山
田
両

医
師
に
は
院
内
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

住
民
健
診
、
予
防
接
種
、
学
校
医
な
ど

更
に
は
往
診
と
多
忙
な
一
年
忌
過
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申

し
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
．
．

　
着
任
い
た

し
ま
し
た
日

高
、
大
崎
両

医
師
は
東
郷

町
は
初
め
て

　
の
勤
務
で
す
。

前
任
者
同
様

よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
い
た

し
ま
す
．

　
　
し
一
三

備
簸

胃
や
腸
の
病
気
を
早
期
発
見
〃

　
現
在
東
郷
病
院
に
は
、

大
腸
や
胃
な
ど
を
検
査

す
る
大
腸
フ
【
，
イ
バ
ー

ス
コ
ー
フ
（
内
視
鏡
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
胃
や
腸
な
ど
が
彦

よ
っ
と
変
だ
な
一
」
と

感
じ
た
ら
、
東
郷
病
院

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
、

　
　
へ
へ
6

　
　
（
（
？

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2喉11（14）まで〉



州」8朔
　　　　お知らせ
《《イこノ7オメーーショ：レ》》

「
人
権
特
設
相
談
所
」

　
　
　
開
設

　
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
人
権
特
設
相
談
所
一
が
開
設
さ
れ

ま
す
、

　
人
権
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
．

　
安
心
し
て
気
楽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
．

▽
日
時
　
6
月
2
1
日
〔
月
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時
ま
で

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

身
体
障
害
者
巡
回

　
相
談
日
程
の
変
更

　
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

7
月
9
9
｝
日
の
日
程
が
次
の
と
お
り
変

史
と
な
り
ま
し
た
．
一

▽
6
月
2
4
日
（
木
）
諸
塚
村

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
判
定
実
施
）

※
判
定
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要

　
で
す
の
で
事
前
に
役
場
福
祉
生
活

　
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
日
向
・
郡
南
部

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
期
日

▽
場
所

6
月
2
0
日
百
）

　
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

町
体
育
館
及
び
東
郷
小
学

校
・
東
郷
中
学
校
体
育
館

16

~
リ
映
写
機

　
　
　
　
操
作
講
習
会

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
6
月
1
9
日
（
L
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
か
ら

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
第
四
研
修
室

　
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
生
涯
教

　
育
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
男
子
）

・
日
時
　
6
月
6
日
百
）
午
前
8
時
か
ら

・
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

　
　
　
東
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
※
雨
天
で
出
来
な
い
場
合
は
中
止

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
男
子
・
女
子
）

・
日
時
　

6
月
2
7
日
〔
日
二
＋
前
8
時
か
ら

・
場
所
　
町
体
育
館
及
び
東
郷
小
学

　
　
　
校
・
東
郷
中
学
校
体
育
館

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
補
助
の
手
続
き

　
は
り
・
き
、
ゆ
、
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
補
…

助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
施
設
利
用
者

証
の
交
付
は
役
場
住
民
課
へ
印
鑑
持

参
の
上
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
が
交

付
申
蓋
面
々
差
打
な
っ
て
ノ
＼
だ
彗
㌔
い
．

　
な
お
、
支
給
申
請
に
つ
い
て
も
同

様
で
す
．

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い

A
］
わ
せ
く
だ
さ
い

国
民
年
金

　
　
　
　
　
　
昂
、
“

保
険
料
の

免
除

リ

　
M遭

　
臨

　
　
∵
．
、

　
国
民
年
金
．
保
険
料
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
間
、
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
、
そ
の
間

に
は
、
い
つ
も
安
定
し
た
生
活
だ
け

と
は
限
り
ま
せ
ん
，
収
入
が
少
な
い
、

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
．
、
そ
の

よ
う
な
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
．

　
免
除
制
度
に
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
要
件
に
該
当
す
れ
ば
免
除

さ
れ
る
「
法
定
免
除
」
と
保
険
料
を

納
め
る
事
が
経
済
的
に
困
難
な
時
に

県
知
事
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る

「
申
請
免
除
一
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
一

　
申
請
免
除
は
、

工
　
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど

　
を
受
け
て
い
る
．

②
　
低
所
得
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の

　
理
由
で
保
険
料
の
納
入
が
困
難
と

　
判
断
で
き
る
．

　
以
上
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
れ

ば
、
県
知
事
に
申
請
で
き
ま
す
．
認

め
ら
れ
る
と
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
．

　
納
入
の
困
難
な
方
、
ま
た
は
前
年

度
に
ひ
き
続
き
申
請
免
除
し
た
い
方

は
、
早
目
に
役
場
住
民
課
保
険
年
金

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
5
旦
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
　
　
　
一
期

国
民
健
康
保
険
税
　
二
期

　
　
　
＊
納
期
は
六
月
三
卜
日
ま
で

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
羽
坂
の
福
田
富
美
子
さ
ん
か
ら

　
（
實
利
さ
ん
・
6
3
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
海
野
正
さ
ん
か
ら

　
（
ア
キ
さ
ん
・
7
9
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
川
越
将
偉
さ
ん
か
ら

　
（
寅
記
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
日
向
市
の
川
崎
安
子
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ク
エ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
藤
井
次
男
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ク
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
二
野
長
助
さ
ん
か
ら

　
（
漏
汐
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
丼
ご

◎
越
表
の
出
中
墨
さ
ん
か
ら

　
（
ユ
ミ
f
さ
ん
・
5
9
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
冠
会
よ
り
寄
付
金
と
し
て
、
迫
野

内
の
平
池
ツ
エ
子
さ
ん
よ
り
、
快
気

祝
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

●

（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
垢
、
と
、
つ

海　三1

�@浦1千i一

ｨ1希

橋　西

禔@田

^…莉

ｳ旨奈

赤
ち
ゃ
ん
の
名

茂
　
実 己

辰：政1昭

P美

i
盃

父
の
名

羽
　
坂

寺
迫

小
野
田

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡

氏亀
山

　
越

藤
井

田
中

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

子キ演；榮1
こ． @㌧…＿1名
子iク：記敏　　　　　1
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